
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

一
九

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
貸
し
付
け
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業

改
善
資
金
貸
付
規
則
第
一
条
の
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
三
号

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
職
業
能
力
開
発
校
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「
自
動

別
表
第
一
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中
「
自
動
車
整
備
科
　
　
　
　
二
年
　
二
〇
名
」
を

建
築

車
整
備
科
　
　
　
　
二
年
　
二
〇
名
　
　
　
「
建
築
科
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
二
〇
名

に
、

を
「
造
園

科
　
　
　
　
　
　
　
一
年
　
二
〇
名
」

造
園
科
　
　
　
　
　
　
　
六
月
　
三
〇
名
」

科
　
　
　
　
　
　
　
六
月
　
三
〇
名
」
に
改
め
、
同
表
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

「
農
業
科
　
　
　
　
　
　
　
九
月
　
四
〇
名
　
　
　
「
総
合
事
務
科

科
　
　
　
六
月
　
四
〇
名
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
　
　
　
六
月
　
四
〇
名
」

パ
ソ
コ
ン
基
礎

三
月
　
二
〇
名

を
「
総
合
事
務
科
　
　
　
　
　
三
月
　
二
〇
名
」
に
改
め
る
。

科
　
　
　
一
月
　
二
〇
名
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
四
号

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
、
二
〇
〇
円
」
に
、「
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
四
、
八
〇

〇
円
」
に
、「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
、
五
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
八
、
一
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
五
号

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第
二
条

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
（
次
条
に
お
い
て
「

水
族
館
」
と
い
う
。）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
）

に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
計
画
書

二
　
収
支
計
画
書

三
　
実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

四
　
団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

六
　
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

七
　
知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
六
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
定
管
理
　

者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
利
用
料
金
の
減
額
又
は
免
除
）

第
三
条

条
例
第
十
三
条
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
次
に
掲
げ
る
場
合
と
し
、
減
額
し
、
又
は
免
除
す
　

る
こ
と
が
で
き
る
額
は
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
障
害
者
及
び
そ
の
　

介
護
を
行
う
者
が
、
水
族
館
を
利
用
す
る
場
合
　
利
用
料
金
の
全
額

二
　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
（
次
号
に
お
い
て
「
小
学
校
等
」
と
い
う
。）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
〇

の
児
童
又
は
生
徒
が
、
土
曜
日
に
水
族
館
を
利
用
す
る
場
合
　
利
用
料
金
の
全
額

三
　
県
内
の
小
学
校
等
の
児
童
又
は
生
徒
及
び
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
　

動
と
し
て
水
族
館
を
利
用
す
る
場
合
　
利
用
料
金
の
全
額

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
一
号
様
式
の
二
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
削
り
、
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
一

別記様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
二

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
　

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
　

山
梨
県
条
例
第
十
四
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
例
の
施
行
の
日
前
に
山
梨
県
立
富
士

湧
水
の
里
水
族
館
の
管
理
に
関
し
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
が
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
の
申
請
書

に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
設
置
及
び
管
理
条
例

施
行
規
則
第
二
条
及
び
別
記
様
式
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
六
号

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
納
入
」
を
「
納
付
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
返
還
を
」
を
「
還
付
を
」
に
、「
返
還
の
」
を
「
還
付
の
」
に
、「
使
用
料
返

還
申
請
書
」
を
「
使
用
料
還
付
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
六
条
を
第
四
条
と
し
、

第
七
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
地
域
振
興
局
建
設
部
」
を
「
建
設
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条

と
し
、
第
九
条
を
第
七
条
と
し
、
第
十
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第

一
項
」
に
、「
第
九
号
様
式
」
を
「
第
六
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
十

号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
」
に
、「
使
用
料
返
還
申
請
書
」
を
「
使
用
料
還
付
申

請
書
」
に
、「
第
十
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
十

一
号
中
「
第
十
一
号
様
式
」
を
「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
二

号
中
「
第
十
二
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
を
第
九
条

と
す
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「（
第
１
１
条
関
係
）」
を
「（
第
９
条
関
係
）」
に

改
め
る
。

第
六
号
様
式
か
ら
第
八
号
様
式
ま
で
を
削
る
。

第
九
号
様
式
中
「（
第
１
１
条
関
係
）」
を
「（
第
９
条
関
係
）」
に
、「
納
入
す
る
」
を
「
納
付
す
る
」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

第
十
号
様
式
中
「（
第
１
１
条
関
係
）」
を
「（
第
９
条
関
係
）」
に
、「
使
　
用
　
料
　
返
　
還

申
　
請
　
書
」
を
「
使
用
料
還
付
申
請
書
」
に
、「
返
還
さ
れ
る
」
を
「
還
付
さ
れ
る
」
に
、「
納

入
済
使
用
料
」
を
「
納
付
済
使
用
料
」
に
、「
返
還
を
」
を
「
還
付
を
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号

様
式
と
す
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「（
第
１
１
条
関
係
）」
を
「（
第
９
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
八
号
様
式

と
す
る
。

第
十
二
号
様
式
中
「（
第
１
１
条
関
係
）」
を
「（
第
９
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
九
号
様
式

と
す
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
七
号

山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
　

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

第
二
十
六
条
中
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
四
条
第
一
　

項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
中
「
第
五
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
　

六
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
管
理
に
係
る
読
替
え
等
）

第
二
十
四
条

準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
次
条
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
は
適

用
せ
ず
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
条
例
第
五
条
第
五
号
の
特
別

の
事
由
に
よ
り
、
他
の
県
営
住
宅
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
五
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
三

す
る
条
例
第
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
知
事
が
入
居
者
を
募
集
し
よ
う
と
し
て
い
る
準

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
」
と
、「
住
宅
の
交
換
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
五
十
条
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
す
る
条
例
第
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
交
換
」
と

す
る
。

第
二
十
二
号
様
式
中
「（
第
２
５
条
関
係
）」
を
「（
第
２
６
条
関
係
）」
に
、「
第
５
１
条
」
を
　

「
第
５
２
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条

山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
賃
貸
借
契
約
書
は
、」
の
下
に
「
県
営
住
宅
（
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
を
除

く
。）
に
あ
っ
て
は
」
を
、「
第
三
号
様
式
）」
の
下
に
「
と
し
、
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
に
あ
っ
て

は
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
賃
貸
借
契
約
書
（
第
三
号
様
式
の
二
）」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
五
条
第
一

項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
五
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
三
項
」
に
、「
第
二
十
二
号
様
式
」

を
「
第
二
十
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
五
十
一
条
」
を
「
第
五
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と

す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第

一
項
、
第
五
条
（
第
一
項
を
除
く
。）、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
一
条
（
第
二
項
を
除
く
。）、

第
十
九
条
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理
者
」
と
、
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
三
条
」
に
、

「
知
事
」
を
「
指
定
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第
二
十
四
条

条
例
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
準
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
指
定
管
理
者
の
　

指
定
の
申
請
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
（
第
二
十
二
号
様
式
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
　

付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
計
画
書

二
　
収
支
計
画
書

三
　
実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

四
　
団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

六
　
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

七
　
知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
五
十
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
　

定
管
理
者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
三
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
四

第３号様式の２（第４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
五



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
六



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
七



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
八

第
二
十
二
号
様
式
中
「（
第
２
６
条
関
係
）」
を
「（
第
２
７
条
関
係
）」
に
、「
第
５
２
条
」
を

「
第
５
６
条
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
二
十
三
号
様
式
と
し
、
第
二
十
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様

式
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

二
九

第２２号様式（第２４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

三
〇

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
八
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
条
例
第
　

十
六
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
例
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
準
特
定
優
良
賃
貸

住
宅
の
管
理
に
関
し
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第

三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
が
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
の
申
請
書
に
つ
い
て

は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
第
二
十
四
条

及
び
第
二
十
二
号
様
式
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
八
号

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
四
第
四
項
中
「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
五
第
五
項
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
、「
本
項
」
を
「
こ
の
項
」

に
、「
及
び
当
該
建
築
設
備
等
の
検
査
の
結
果
に
関
す
る
」
を
「
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
」
に

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
十
九
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
百
二
十
五
号
及
び
第
百
二
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
二
十
五
及
び
百
二
十
六
　
削
除

別
表
中
第
二
百
七
十
号
の
八
を
第
二
百
七
十
号
の
十
と
し
、
第
二
百
七
十
号
の
二
か
ら
第
二
百
七
十

号
の
七
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
七
十
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
百
七
十
の
二
　
登
録
販
売
者
試
験
手
数
料

二
百
七
十
の
三
　
販
売
従
事
登
録
手
数
料

別
表
中
第
二
百
七
十
四
号
の
二
及
び
第
二
百
七
十
四
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
百
七
十
四
の
二
　
販
売
従
事
登
録
証
書
換
え
交
付
手
数
料

二
百
七
十
四
の
三
　
販
売
従
事
登
録
証
再
交
付
手
数
料

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
号

山
梨
県
立
文
学
館
の
設
備
器
具
の
使
用
料
の
額
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
文
学
館
の
設
備
器
具
の
使
用
料
の
額
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
文
学
館
の
設
備
器
具
の
使
用
料
の
額
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
表
備
考
中
「
午
前
九
時
三
十
分
」
を
「
午
前
九
時
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
一
号

山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
等
を
廃
止
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
等
を
廃
止
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
（
平
成
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）

二
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
号
）

三
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
大
学
院
学
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
十
八
号
）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
五
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

三
一

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
設
置
及
び
管
理
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
山
梨
　

県
条
例
第
二
十
号
。
次
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県

立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
が
存
続
す
る
間
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
規
則
に
よ

る
廃
止
前
の
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
第
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
二
十
条
か
ら

第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
及
び
別
表
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
条
例
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
立
看
護
大
学
が
存
続
す
る
間
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
　

か
か
わ
ら
ず
、こ
の
規
則
に
よ
る
廃
止
前
の
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
第
一
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、

第
二
十
一
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
及
び
別

表
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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